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は じ め に 

駒ヶ根市では、平成 16 年に子育てを社会全体で支援していくことを目的として子ども課が新設さ

れた。これにより、０才から 18 才までの一貫した施策の展開と、子どもの年齢にそったきめ細かな

支援が行われるようになった。そして、平成 19 年度に「第１次駒ヶ根市子ども読書活動推進計画」

が、平成 25 年度に「第２次駒ヶ根市子ども読書活動推進計画」が策定された。 

これまで主に次の施策が取り組まれてきた。 

① 「ブックスタート」事業の充実 

乳幼児への読書支援として、平成 13 年度から、県内でもいち早く５ヶ月児を対象にしたブックス

タート事業を発足した。５ヶ月児(現在６ヶ月児)の健診時に読み聞かせと絵本のプレゼントを行ない、

絵本を心のふれあいのツールの一つとして、親子で読み聞かせを楽しんでもらうよう働きかけてきた。  

② 「セカンドブック」事業 

 2 歳 6 ヵ月児(現在２歳３ヵ月児)の健診の折にも、当初はプレゼントこそなかったが、読み聞かせ

をするなかで、年齢や個性に合う絵本と出会う大切さを、お母さん方に周知してきた。 

 そして平成 23 年度からは絵本のプレゼントも加わり、実質的なセカンドブック事業として進歩を

遂げてきた。 

③ 「よみーくちゃん巡回図書」事業 

 市内 13 の幼稚園・保育園に、図書館からコンテナボックスに約 50 冊入った絵本を 1 ヵ月交代で

巡回する事業を始めた。これは各園から家庭への貸し出しも可能で、各園に 1 年間に 600 冊あまりの

本が巡回し利用できることになった。 

④ 「サードブック事業」（「きになる本 みのなる本」プレゼント） 

平成 24 年度から、小学生へのお薦め本をリストにしてプレゼントするサードブック事業も実施さ

れた。子どもたちが、よりよい読書経験を得られるようお薦め本のブックリスト「きになる本 みの

なる本」を作成し、市内小学校１年生全員にプレゼントをすることになった。 

⑤ 朝読書 

 それまで一部の学校で実施されていた朝読書が、平成 19 年度より市内の全小中学校で取り組まれ

始めた。現在、家庭では小学校から中学校へ学年が進むにつれて読書時間の減少がみられる。その中

で中学校では、朝の部活動で体を動かしてきた生徒が静かに朝読書を行なうことで、学校生活のスタ

ートを心静かに迎え、読みふけるなかで読書の良さを体感し、読書習慣が育成されるよう努めてきた。

また、高校でも朝読書の歴史があり、市内２校とも時間を捻出しながら朝読書を行なっている。家庭

で読書に取り組む時間が少ない中で、学校での朝読書の時間は貴重な心のオアシスとなっている。 

⑥ テレビを消して家族で読書（ノーテレビデー） 

家庭に対してはテレビを消して親子での読書を働きかけた。学校によっては PTA で取り組み、成果

をあげた地区もあったが、全般的には各家庭への浸透が不足し思うような成果が得られなかった。 

これらの第２次駒ヶ根市子ども読書活動の成果をもとに、29 年度にアンケート調査を実施し、 

○小・中・高と進むにつれて読書量（時間）が減少傾向にあること(特に高校生)、また、テレビやゲ

ーム、最近になって携帯端末等、子どもたちを本から遠ざける要因が増えている現状があること 

 ○乳幼児からの読み聞かせや読書経験の量的な格差、質的な格差が埋まらないこと  

が課題としてあげられた。 

この調査結果を踏まえて、新たに第３次子ども読書活動推進計画を策定した。特に小・中学校では、

子どもの学力のベースになる力及び情操の育成に欠かせない読書習慣の形成に加え、新学習指導要領

の改訂に伴う「主体的・対話的で深い学び(アクティブ・ラーニング)」の導入に向けた図書館を使っ

て主体的に学ぶ力の形成を願って、本計画を策定した。 
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第１章 基本計画 
１節 計画の目的 
  この計画は、読書活動を通して子どもたちの健やかな成長を図るものである。家庭・保育園・幼

稚園・学校・地域・図書館・関係機関・民間団体等がそれぞれ読書活動を推進すると共に、互いに

連携して、子どもが読書習慣を身につけ、読書体験を深めていくよう読書活動を推進する。そのた

めに読書環境の整備や読書活動の普及・啓発、推進にたずさわる人たちの人材育成にも努めていく。 

 

２節 計画の位置付け 
  この計画は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、また「第３次長野県子ども 

読書活動推進計画」を踏まえて作成した計画で、今後の駒ヶ根市における子どもの読書活動推進に

必要な施策に関する計画として位置付ける。 

 

３節 計画の期間 
  本計画の期間は、平成 30 年度(2018 年度)から 2022 年度までの５年間とする。 

 

４節 計画の対象 
  本計画の対象は、０歳からおおむね 18 歳までとする。 

 

５節 計画推進の基本目標 
  本計画を推進するために以下のとおり基本目標を定める。 

１．読書に親しむ機会の提供と読書環境の整備・充実 

   子どもの自主的な読書活動を推進するため、子どもが読書に親しむ機会を提供するように努め

るとともに、子どもの読書環境の整備・充実に努める。 

 ２．読書活動推進体制の整備 

   子どもの自主的な読書活動を支えていくために関係機関・民間団体が緊密且つ、相互に協力し、

子どもの自主的な読書活動のための効果的な支援を図る。 

３．読書活動についての普及・啓発 

  子どもの自主的な読書活動を推進するために、保護者及び地域等に対して読書活動の意義や推

進についての啓発事業を行うとともに、読書に関する情報提供に努める。 

４．人材の育成と活用 

地域で読書活動を行なっている個人や団体等を支援するとともに読書活動支援者の育成を図り、

活動の場の提供と交流の機会の増加を図る。 

司書等が国及び公共機関等の実施する講習・研修会に参加して、専門的知識・技術の習得に努

める。また市立図書館、市内各学校図書館への司書の適正配置に努める。 

 

≪駒ヶ根市子ども読書習慣形成の６つの柱≫ 

① 本との出会いに（ブックスタート：６ヵ月児 絵本のプレゼント） 

② 読書習慣形成に（セカンドブック：２才３ヶ月児 絵本のプレゼント） 

③ 保育園の読書支援に（よみーくちゃん巡回図書事業） 

④ 豊かな人間形成へ（サードブック：小学１年生にお薦め本リストのプレゼント） 

⑤ 朝読書の推進を（小・中・高等学校） 

⑥ 自ら学ぶ調べる読書の推進を（図書館を使った調べる学習コンクールの実施） 
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第２章 推進のための具体的な取り組み 
１節 読書活動の推進 

１．家庭における読書活動の推進 

【現状と課題】 

 ①現代は子どもたちがメディアに囲まれて生活している時代である。最近ではテレビ視聴だけで 

 なく、ゲーム、パソコン・携帯端末などにより乳幼児から中高生まで読書環境の低下を招く要因 

 となっている。このメディア漬けからの脱却が大きな課題となっている。 

②６ヶ月児対象のブックスタートでは、本を乳児と母親のコミュニケーション・ツールとして読 

書人生のスタートをきり、２歳３ヵ月の幼児にプレゼントされるセカンドブックによって、親子 

による読み聞かせの習慣化と乳幼児の心の育成を願っている。 

このために、図書館だけでなく、地域の公民館・育成会等のさまざまな行事のなかで、積極的 

に読み聞かせの機会を作り、本の楽しさを親子で分かち合い読書の習慣化をめざす。 

【具体的な施策】 

①心豊かな読書人生の形成をめざして 

・メディア漬けからの脱却に向けたテレビの視聴時間・ゲーム・パソコン・携帯端末等に関わる 

時間が過度にならないような働きかけ 

・「家族読書の日」(毎月第３水曜日)の更なる普及と発展 

⇒ノーメディアタイムデーという一定時間に関してメディア接触オフといった取組みの実施 

②読書人生の出発点としてのブックスタート事業・セカンドブック事業の継続 

・６ヶ月児[ ブックスタート] 、2 歳３ヶ月児[ セカンドブック] に絵本のプレゼント 

・以下の項目についての啓発 

 【語りかけ・ふれあい遊び・おはなし・手遊び・読み聞かせなどの時間の確保】 

【親子で一緒に読書に親しむ】 

   【おはなし会や親子学級などへの積極的な参加】 

【読み聞かせ等の講座や研修会などへの積極的な参加】 

【目標】 

 ①3 時間以上のメディア接触 幼・保  2017 年 24％ ⇒ 2022 年 20％以下 

  ２時間以上のメディア接触 小低学年 2017 年 ９％ ⇒ 2022 年 ７％以下 

  ２時間以上のメディア接触 小高学年 2017 年 20％ ⇒ 2022 年 15％以下 

  ２時間以上のメディア接触 中学   2017 年 22％ ⇒ 2022 年 17％以下 

 ②駒ヶ根市内全世帯への『家族読書の日』の普及 
 
≪ブックスタート・セカンドブックでプレゼントされた本について≫ 

   平成 24 年度調査            平成 29 年度調査 

 

 

 

 

 

 

 

≪ブックスタート・セカンドブック≫についての考察 

①“よく読んであげた”、“読み聞かせのきっかけとなった”がトータルで63％から 71％にあがっ 

ており、プレゼント及び啓発の効果が表れている。 

②健診時の呼びかけをきっかけに、初めて市立図書館を訪れる保護者がいる点にも啓発の大切さ 

を感じる。 
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～30分25%
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0分13%

～30分38%

30分～1時間31%

1～2時間9%

2時間以上9%

0分6%

～30分23%

30分～1時間28%

1～2時間23%

2時間以上20%

0分5.8%

～30分23.9%

30分～1時間28.8%

1～2時間21.6%

2～3時間8.8%

3～4時間4.3%
4～5時間2.5%
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 ≪テレビを観る・ゲームをする時間≫（1 日当たり） 

       平成 24年度               平成 29 年度 

【幼・保】 

 

 

 

 

 

                                            

【小・低】 

 

 

 

 

【小・高】 

 

 

 

《参考：長野県児童生徒インターネットについてのアンケート調査結果 

平成 29 年７～８月実施 長野県内 12 小学校(4 ～6 年)952 名を対象》 
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平成２４年度               平成２９年度 

【中学】 

 

 

  

 

《参考：長野県児童生徒インターネットについてのアンケート調査結果 

平成 29 年７～８月実施 長野県内 13 中学校 1,066 名を対象》 

 

 

 

 

 

《テレビを観る・ゲームをする時間》についての考察  

①テレビ視聴・ゲームの時間は幼保に関しては前回とほぼ変わらなかったが、3 時間以上の割合が

減少している。小学校低学年は 30 分以内までが約半数を占めており、家庭での約束事として浸透

していることがうかがえるが、高学年では 2 時間以上が増加している。参考資料の長野県児童生徒

インターネット調査の結果と高学年はほぼ同じだが、県の調査はテレビ視聴が含まれていないので、

駒ヶ根市の小学生は全県の平均よりも少ないと言える。中学生は前回より２時間以上が減り、県平

均よりも 3 割以上少ない。 

②中学生の家庭生活の中では、長時間（２時間以上）を占めるテレビ視聴・ゲーム等の習慣が若干 

改善されてきてはいる。しかし、更なる改善が望ましく、読書習慣形成以前の課題がまだみられる。 

 

参考資料 

＊駒ヶ根市子ども読書活動推進計画策定に先立ち、 

○市内幼稚園児・保育園児の保護者(年長対象)  

○市内７小･中学校全学年の１～４学級の児童・生徒及び保護者 

○赤穂高校生徒(半数)・駒ヶ根工業高校(全生徒)に対して行ったアンケートの抜粋である。 

（以下、「第３次駒ヶ根市子ども読書アンケート」とする。アンケート総数 2,463 ） 
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≪読み聞かせの実態≫についての考察 

 ①乳幼児における家庭での読み聞かせは前回とほぼ同等で定着していることが読み取れる。 

 ②小学校高学年・中学で『よく読んでもらった』が増加している。 

 ③上記２点より、ブックスタート及びセカンドブックによる本のプレゼントや読み聞かせの啓発

が定着・浸透してきたことがうかがえる。 

④家庭による格差が是正されにくい点は課題である。（特に読み聞かせを実施しなかった家庭） 
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２．保育園･幼稚園における読書活動の推進 

【現状と課題】 

①家庭における絵本の読み聞かせは P7 のグラフより浸透してきていることがうかがえる。更に幼 

児が日常的に本に親しむことができるよう、園内でも心がけ保護者への積極的な働きかけが必要で 

ある。 

 ②「よみーくちゃん巡回図書事業」により、市内 13 の幼稚園・保育園へコンテナボックスで毎月 

50 冊ほどの絵本を貸し出しており、年間 8, 000 冊もの絵本が市内の幼稚園・保育園を巡回してい 

る。今後、この読書活動支援を大切にし、巡回図書の家庭への貸し出しを更に伸ばしたい。 

③保護者に対し、親子での読み聞かせ等の大切さを訴え、その意義を啓発している。今後、その理 

解を深めてもらうことが必要であり、図書館等の利用を積極的に推奨し、支援していきたい。 

【具体的な施策】 

①幼児の読み聞かせ体験の充実と家庭への啓発による、読み聞かせ習慣の確立 

・日常的な読み聞かせ時間の確保（読み聞かせの楽しさを体験する） 

・子育ての中で毎日「家族で読み聞かせ」の時間を設定 

・図書館による「読み聞かせの出前事業」の活用 

・『読み聞かせボランティア』と園との積極的な関わりの推進 

＊読み聞かせボランティア･･･市立図書館で読み聞かせの研修や講座を受講した方によるボランティア 

 ②環境の充実 

・「よみーくちゃん巡回図書事業」の促進と、幼稚園、保育園における資料の充実と支援 

 ・市立図書館・分館における年齢に合わせた幅広い分野の絵本の充実 

 ③家庭への情報発信 

 ・図書館のおはなし会や公民館等での読み聞かせ等への積極的参加の呼びかけ 

・図書館を知らない幼児たちに対する、園外保育を利用した図書館利用の推進 

【目標】 

①ほとんど毎日読み聞かせ   2017 年 31％  ⇒ 2022 年 40％ 

②巡回絵本の定期的見直しによる利用の促進 

③おはなし会参加       2017 年 44％  ⇒ 2022 年 50％ 
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３．学校における読書活動の推進 

（１）読書活動の充実･促進 

【現状と課題】 

≪小学生・中学生≫ 

 ①読書習慣は全般的に形成されつつある。反面、読む子と読まない子の読書量に差がみられること 

 や読書内容の質的な向上が求められる児童・生徒もみられるので、更なる支援が必要である。 

②学校図書館の活用は学級や教科によって差がみられる。学級への支援は・読み聞かせ等の働きか 

けの工夫や、・図書館司書による調べる学習の支援を通して図書館利用の促進が必要である。 

③メディア接触時間が比較的長い子どもは、読書時間が少ないという結果がアンケートより出てい 

る。また、一般的に家庭での読み聞かせ経験も少ない傾向にあると言われている。よって、「家族読 

書の日」を市内全家庭で取り組み、読書の楽しさを経験させたい。 

≪中学生・高校生≫ 

④中学・高校生の本離れが進んでいる。読書習慣を確立するために、本と接する機会をより多く持 

てるような支援が必要である。特に朝読書は不読傾向の生徒の唯一の読書時間となるため、現在の 

取り組みを大切にしながら今後も更に充実した運用が必要である。 

【具体的な施策】 

≪小学生≫ 

 ①読み聞かせの促進 

 ・図書館司書､学級担任､読み聞かせボランティア(学校ごと登録)による読み聞かせの促進 

 ・学校支援ボランティア(市で登録)による読書旬間などにおける読み聞かせの促進 

 ・PTA 活動による、読み聞かせの大切さの家庭に対する呼びかけ 

≪小学生・中学生≫ 

①本との出会い・読書習慣の確立 

・サードブック事業（ブックリスト「きになる本 みのなる本」のプレゼント）の展開 

→全小中学校と市立図書館が連携して、リスト内の本を読みすすめる支援 

 ・朝読書等、全校一斉読書の促進と継続により、読書時間の確保と内容の充実 

 ・読書週間、読書旬間の充実（クラブや委員会活動で児童・生徒の取り組みを支援） 

 ・お薦め本の紹介の推奨（児童・生徒間、教員、司書、保護者、市立図書館から） 

 ②○図書館活用の拡充→学級担任・教科担任との密な連携 

 ・授業テーマに必要な参考資料の充実と、積極的な情報の提供（担任、司書教諭、司書） 

 ・新刊や話題本等、児童・生徒の興味を引く情報の提供 

 ・読書感想文や本の紹介ポップ作成の推進 

  ○アクティブ･ラーニングに対応できる能動的読書習慣の確立 

・新学習指導要領の改訂に伴う「主体的・対話的で深い学び(アクティブ・ラーニング)」の導入 

に向け、『図書館を使った調べる学習コンクール』へ参加 

 ≪市内の全家庭≫ 

 ③読書活動を推進し、習慣化するために制定した毎月第 3 水曜日の「家族読書の日」の発展・充実 

 ・市内全域での広報 

≪中学生・高校生≫ 

④朝読書の充実と中高生による読み聞かせ活動の奨励 

 ・朝読書や読書時間の確保及び拡充、委員会活動による読書週間や行事の支援 

・高校生⇒小・中学生、中学生⇒小学生・幼稚園児・保育園児への読書訪問等の活動支援 

【目標】 

 ①朝読書          2017 年最低週１回 ⇒ 2022 年全学校にて最低週 2 回 

 ②・1 人あたりの年間貸出冊数  2017 年 154 冊(小)･31 冊(中)  ⇒ 155 冊(小)･35 冊(中)  

  ・調べる学習コンクール参加 2017 年 227 件  ⇒ 2022 年 300 件 

 ③「家族読書の日」の全家庭への周知 

 ④不読率          2017 年６％(中学)･22％(高校) ⇒ 2022 年３％(中学)･20％(高校) 
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 （２）読書環境の整備･充実 

【現状と課題】 

①学校や学級によって図書館の利用率に差がみられる。児童・生徒が利用したくなるような学校図 

書館をめざし、更に学級・家庭でも常に「身近に本がある」「読書している友達・家族がいる」など、 

読書をしやすい環境の構築が必要である。 

②市内小中学校と市立図書館のネットワークを利用し、蔵書の共有化と更なる活用が必要である。 

【具体的な施策】 

①図書館環境の整備 

・図書資料の充実（図書資料費の確保と市内図書館間のネットワーク活用） 

・図書館に入りやすい明るい雰囲気づくりや、館内の施設・設備の充実 

・担任及び教科担任と司書教諭及び学校司書との情報交換や連絡会の充実 

・本が身近になる環境づくりのため、学級文庫や移動文庫等を設置するなどの工夫 

②図書館ネットワークの利用促進 

・読書旬間や修学旅行などの学校行事、学級や教科クラブ活動における、市立図書館・分館・学校 

間ネットワークの活用 

・調べる学習に適した資料の活用促進 

【目標】 

 ①学校図書館を利用しない割合 2017 年 13％(小)･23%( 中)･56%( 高)⇒ 

2022 年 10％以下(小)･20％以下(中)･54％(高校)  

 ②相互貸借数         2017 年 1,347 冊 ⇒ 2022 年 1,600 冊 

 

≪学校図書館を授業以外どのくらいの頻度で利用しますか？≫ アンケート結果 
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 ≪学校図書館の利用傾向≫ 

・図書館を多く利用する児童・生徒は増加傾向にある。（小学校低・高学年） 

・一方で、授業以外で図書館を利用しない児童生徒は小学校で 10%超え、中学校で 20％超え、 

高校で 50％超えで前回とほぼ同様になり、図書館利用促進の改善はほとんどなされなかった。 

 利用しない児童生徒の中でも、特に中高生は自分で購入したり学校図書館以外で入手したりした 

本を読んでいる児童生徒も見受けられ、一概に図書館未利用イコール不読というわけではないが、 

利用促進の必要はあるといえる。 

≪相互貸借の利用状況≫ 

・市立図書館と市内小中学校の図書館がネットワーク化されたのは平成 16 年度からで、相互貸借 

の利用冊数は平成 15 年が 206 冊、平成 16 年度は 306 冊であったが、過去 5 年間の実績は以下 

の表のとおりである。29 年度の利用頻度が高くなった要因としては、調べる学習のための資料の貸 

出が増加したことによると考えられる。 

 

表１ 相互貸借冊数の推移 
 

年度 25 年度   26 年度   27 年度   28 年度 29 年度 

冊数 1,037 冊 603 冊   696 冊   820 冊 1,347 冊 

(H30 年 1 月現在)  
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（３）図書館職員・司書のスキルアップと保護者への啓発・協力依頼活動 

【現状と課題】 

①子どもたちが良い本と出会うための手助けをするためには、子どもたちの読書に関わる指導者の 

専門的な知識をより高めていくことが大切である。 

②家庭における親の読書活動を推進するために、学校や PTA による働きかけが必要である。 

③読み聞かせボランティアや関連機関との連携と、協力体制を確立する。 

【具体的な施策】 

①図書館司書、読み聞かせボランティアのスキルアップをめざす 

・読み聞かせボランティアに向けた読み聞かせ研修会及び読み聞かせ講座の開催 

・司書教諭・学校・図書館・司書・読み聞かせボランティアの研修会、講習会等への参加の促進 

②家庭への啓発活動 

・県の『共育クローバープラン』の「本を読む」「（テレビやゲームの）スイッチを切る」の実践 

としての「家族読書の日」（毎月第 3 水曜日）の周知と情報発信 

・家庭での読み聞かせの働きかけや読書時間の確保 

・PTA 活動などを通して家庭への情報発信（読書活動の内容や読書調査結果等） 

③協力依頼活動 

・読み聞かせボランティアとの連携の促進→ボランティア連絡会の設置 

・各種研修会への積極的な参加の推進 

【目標】 

①読み聞かせ研修会・読み聞かせ講座の開催の継続 

②『家族読書の日』の市内全家庭への普及 

③ボランティア連絡会の運営継続 

 

 

 



１４ 

63%

82%

59%

49%

71%

63%

48% 47% 45%

53%

43%

53%
47%

50% 50%
46%

36%

44%

57%

55%

71%
60%

45%

61%
52%

42% 46% 44%
53%

44% 43% 45%
50%

44% 47%

33%

75% 70%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%
全年齢層 14歳以下の子ども

４．地域における読書活動の推進 

【現状と課題】 

①市立図書館を利用する子どもたちの地区別有効登録者数をみると、地域によってばらつきがある。 

子どもたちの身近に図書館があり、利用できるか否かの差と思われるが、図書館から自宅の遠い子 

どもへの対策が必要である。（図１参照） 

                                

                                 平成２８年４月末現在 

 

 

 

 

 

  ←              本館                  →  分館  分館 

              図１ 地区別登録者数の割合 
 

②駒ヶ根市では、読書活動の重要性に対する意識は高まりつつある。その結果、子育てサークルや、 

読み聞かせボランティア(市立図書館や学校等)の方々による自主的な活動が行われるようになり、成

果をあげてきている。 

今後、こういった方々が更に連携・協力し合いながら、子どもと本との出会いを広げていくことが 

大切である。 

③図書館司書による子どもたちへの読み聞かせも広がりつつある。学校や幼稚園・保育園だけでなく、 

公民館活動や地域の行事の要請に応じて、読み聞かせの機会を増やしている。今後も更に地域への要 

望に応えていきたい。その為には、司書(職員)の増員が不可欠である。 

【具体的な施策】 

①環境の整備 

・図書館の情報や魅力の発信とともに、図書館利用の保護者への働きかけ 

②読み聞かせボランティアの人材育成と活動支援 

・読書グループ、子育てサークルなどの活動支援 

・読み聞かせ研修会及び読み聞かせ講座の開催、活動の場の提供による、読み聞かせボランティア 

の活動支援 

・読み聞かせボランティアと関係機関との連絡調整や交流→ボランティア連絡会 

③図書館司書等による読み聞かせ活動の推進 

・子ども交流センターにおける読み聞かせ活動や資料の充実 

・公民館、各地区分館、各公共機関や施設での読み聞かせ活動の更なる支援 

・子どもに関わる各公共機関・施設、個人、団体の、地域単位の読書活動推進に向けた連携 

 ・「祖父母による孫育て」に読書・読み聞かせを取り入れる 

【目標】 

 ①地区別登録者(14 歳以下)数    2017 年 33％～75％ ⇒ 2022 年全地区 50％以上 

②読み聞かせ研修会及び講座開設の継続 

③おでかけ図書館(読み聞かせ出前)   2017 年 26 回 ⇒ 2022 年 30 回 
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５．図書館における読書活動の推進 

（１）サービス・行事の充実 

【現状と課題】       

 ①子どもたちに読書の楽しみや喜びを味わってもらうため、各年齢に即した読書サービスの提供 

に心がけている。その上で、各サービスの更なる充実と、読書離れが加速している青少年への読 

書支援が必要である。 

 ②地域における、図書館によるおはなし会の出前等が広範囲で実施されてきている。更に本に親 

しむきっかけとなる働きかけを実施したい。  

 ③新しい学習指導要領では、これまでの基礎的知識・技能の育成(いわゆる習得型の教育)に加え、 

自ら学び自ら考える力の育成（いわゆる探究型の教育）を教育の両輪とすることが謳われている。 

これを受け、アクティブラーニングの根幹となる調べる学習をより推進したい。 

④子育て支援センター等３ヶ所にお薦め絵本を中心に選書したよみーくボックスを設置している 

が、今後、さらなる充実が必要である。 

【具体的な施策】 

①サービスの充実 

・赤ちゃん、幼児、小学校低・中・高学年、中学・高校生と、それぞれの年齢に合った、わか 

りやすい配架の工夫と資料の充実 

・乳幼児向けお薦め絵本リストの作成と利用向上の促進 

→ブックスタート・セカンドブックプレゼントとブックリスト「絵本の森」の活用 

・小中学生向けお薦め本リストの利用促進 

→サードブックプレゼント「きになる本 みのなる本」のプレゼントと活用 

・市内高等学校図書館との情報交換と連携の促進 

・各種団体への団体貸出の促進 

・読書相談サービスの実施 

②行事の充実 

・おはなし会（幼児向け・小学生向け）・お楽しみ会の開催 

・お誕生日会等への出前の実施（幼稚園・保育園・各種施設・公民館活動・各種行事など） 

・子どもの読書活動や読み聞かせに関連した講演会・研修会・講座の開催 

（職員・司書・読み聞かせボランティア） 

・全国読書週間に合わせた読書推進活動の実施 

③調べる学習支援の充実 

・『図書館を使った調べる学習コンクール』の実施 

・調べる学習の推進に必要な資料の充実と、相談会の実施等人的支援の充実 

  ④・「よみーくボックス」の設置場所の増設 

【目標】 

①ヤングアダルトコーナーの資料の充実     2017 年 1,920 冊 ⇒ 2022 年 2,200 冊 

 中学生以下の子ども 1 人当たりの年間貸出冊  2017 年 24 冊   ⇒ 2022 年 26 冊 

②市立図書館(本館・中沢分館・東伊那分館)３館で『毎週どこかでおはなし会』の開催 

③調べる学習資料の充実と相談会実施の継続 

④よみーくボックスの設置場所         2017 年 3 箇所 ⇒ 2022 年 4 箇所 

 

 

 

 

 



１６ 

（２）環境の充実 

【現状と課題】 

①子どもたちの読書で、「読みたいけれどもどんな本を読んでいいのかわからない」、「マンガやライ 

トノベルなどの読み深められない本にのみ夢中になってしまう」等、子どもたちへの適切な支援が 

不足していることがある。この課題に対し学校・図書館が連携して取り組んでいく必要がある。 

②図書館は、年齢や分野を考慮して幅広い視点からの選書を心がけ、子どもたちに良書を提供する 

とともに、生涯読書につながる発展的な読書を促す情報発信をしていく必要がある。 

【具体的な施策】 

①適切な支援 

・読書力の段階に応じた支援の促進(｢きになる本みのなる本｣の活用)  

・個々の興味に応じた本の紹介の推進 

②図書館情報及び読書情報の提供 

・本のテーマ展示や紹介コーナーの設置と書棚の配置等の工夫 

・図書館だより(市立図書館・学校図書館)、図書館ホームページ、市報、文化センターだより(カリ 

ヨン）、テレビ図書館(ケーブルテレビ）、結婚・子育て応援アプリ｢こまっぷ｣等による情報発信 

【目標】 

①テーマ毎の本の紹介リスト等の提供 

②テーマ展示やコーナー展示の毎月の更新 

 

（３）人材育成と保護者への啓発 

【現状と課題】 

①子どもたちが多くの本に親しみを持ち、適切な読書習慣が形成されるためには、学校や図書館だ 

けでなく、家庭や社会などに読書の大切さや面白さを伝える、さまざまな立場の大人の存在が大切 

である。また、読書の大切さや良書の選定、読み聞かせ等の知識や経験が共有され、同じ歩調で 

子どもたちの指導育成にあたりたい。そのために、読書活動の推進に関わる職員や読み聞かせボラ 

ンティアには多様な研修が必要だと考える。 

②子どもに読書の大切さを、地域や学校などの様々な場面において訴え、啓発していくことが必要 

である。 

【具体的な施策】 

①図書館職員のスキルアップ 

 ・公共図書館司書と学校図書館司書による市内司書会を定期的に実施し図書館資料の充実や読書 

指導の実践の共有化 

 ・司書の養成及びスキルアップのための研修・講習への参加の促進 

 ・市内図書館（学校・公共）への適正な司書配置の要望・実施 

 ②保護者への啓発活動 

・乳幼児健診（６ヶ月児・２歳３ヶ月児）における読み聞かせの実践と啓発 

・家庭で実践できる「読み聞かせ」等の講座、研修会を実施 

③図書館による読み聞かせボランティアのスキルアップ 

・研修・講座の実施 

・内容は基礎編、ステップアップ編等、幅広く開講 

・各種研修、講座の情報提供 

・実践の場の提供 

【目標】 

①職員の年間１人当たりの研修       2017 年１～２回 ⇒ 2022 年２～３回 

 ②講座・研修会の実施の継続開催 

 ③幼・保への読み聞かせボランティア活動  2017 年０園 ⇒ 2022 年７園 
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２節 関連行政機関･団体との連携、協力 

１．市民団体やボランティアとの連携 

・図書館主催のおはなし会やお楽しみ会、地域の読書活動支援事業（おでかけ図書館等）への 

参加や協力を促進する 

２．学校との連携 

  ・学校ネットワークの推進（学校間・市立図書館・分館との相互貸借の推進） 

  ・図書館を使った調べる学習コンクールの開催と支援 

  ・読み聞かせの出前(おでかけ図書館)及び講座等の出前 

３．幼・保育園との連携 

 ・「よみーくちゃん巡回図書事業」を通じ、幼・保育園の読書活動を物心両面で支援する 

  ・行事等でのおはなし会の出前(おでかけ図書館)  

４．市行政機関との連携 

・図書館を使った調べる学習コンクールの開催と支援《子ども課との連携》 

・健診・育児相談時の読み聞かせ【６ヶ月児・２歳３ヶ月児】の充実《子ども課との連携》 

・地域分館での読み聞かせ【０～２歳児・３歳児・親】の支援《公民館との連携》 

・子育て支援センターでの読み聞かせ【０～３歳児・親】の支援《子ども課との連携》 

・どこでも図書館としての図書コーナー【アルパ】への設置《商工振興課との連携》 

・よみーくボックス【子育て支援センター、親子学級、あそびの森】への増設 

《子ども課、公民館との連携》 

５．地域住民・各種団体及び施設等との連携 

   ・地域子育て支援事業等への出前(おでかけ図書館)【分館、自治組合、養護学校デイサービス】 

・市内の行事を広報すると共に、関連図書を展示し生涯学習と読書習慣の育成を働きかける 

６．具体的取り組みにおける関連機関・団体との相関図・・・図２参照 
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･地域分館行事 
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･子育て支援センター 
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教育委員会 
子ども課 
･健診時読み聞かせ 
(6 ヶ月･２歳３ヶ月)  

図２．具体的取り組みにおける関連機関・団体との相関図 

幼稚園 
保育園 


